
根占風力発電所 タワー健全性調査結果について（第 5報） 

 

１．タワー表面不整調査 

 根占 7 号タワーの損傷が、当初からあったタワーの初期不整であると推定されたことから、2014 年 10 月 29
日～11 月 6 日に、根占 7 号以外のタワーの初期不整の状況について調査した。なお、初期不整の許容値について

は、土木学会風力発電設備支持構造物設計指針の以下を参考とした。 

 

 
 調査方法は、ロープアクセスでタワーに登り、初期不整部分に櫛形ゲージを当てて、不整値を計測した。 
最も初期不整が大きかった根占 2号機は、2014 年 10 月 29 日の調査では 300mm ゲージを用いて許容限度の 3mm
の初期不整値であった。そのため、2015 年 6 月 20 日に根占 2 号機のみ 600mm ゲージを用いて再度計測したと

ころ、不整は許容値の 6mm に対して 3mm であった。 
 
 
 

タワー表面不整調査結果 

   

   

   
2 度の計測の結果、許容値を越える初期不整は見つからなかった。
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２．根占タワー3D スキャンによる真円度測定結果 

根占 1 号～10 号のタワーを 3D スキャンして真円度を確認した。 
短径と長径の差を高さ方向に示したものが下のグラフである。真円度（短径と長径の差）は、最小で 45mm（7 号、9 号）、最大で 86mm（5 号）であった。どの塔体にも満遍なく変形が現れている。フランジとフランジの間で変

形が大きく、フランジ部は変形が小さい。変形の大きな塔体に真円度の高いフランジを取付ける際に、塔体に力を加えて接合した可能性がある。 
測定日 根占 7 号  ナセル下架前 2014 年 7 月 11 日 ナセル下架後  7 月 14 日   7 号以外  2014 年 11 月 5 日～10 日 
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３．タワー強度 FEM 解析 

 3D スキャンによる真円度測定により、最も変形が大きいと判断した根占 5 号機について、FEM 解析により強

度検討を実施した。 
 
(1) 解析方法 

(a) 3D 解析によりタワー形状を精密計測 
(b) タワーの FEM モデル構築 
(c) モデルに暴風（ハブ高にて 77.4m/s 相当）を加えて、タワー各部の歪みを解析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 解析結果 
 下図は、暴風の風荷重とタワートップの変位の関係を示している。タワートップは風速に対してリニアに変位

しており、弾性領域での変位であることを示している。 

 

 8 方向の風荷重を与えた結果、Case7（西風）時の歪みが最大となった。下図は西風時のミーゼス応力と塑性歪

みを示したもの。東側が圧縮側、西側が引張側となる。ミーゼス応力は、東側で変形（膨らみ）の大きい 22m 高

近傍で大きな値（ε=0.00116～0.00129）を示しているが、塑性歪みは現れていないので、変形には至っていない

と判断する。（ミーゼス応力とは 3 次元で正負がある応力を一つの数値に代表させてスカラー値として表したもの、

塑性歪みが現れるのは、ε=0.00153 以上） 

                      

ミーゼス応力      塑性歪み            ミーゼス応力      塑性歪み 
         (a) 東側 圧縮側                     (b) 西側 引張側 

 
 
(3) FEM 解析結論 
 タワー変位が最大であった 5 号機で FEM 解析を行った結果、暴風時（ハブ高 77.4m/s 相当）においても、タ

ワーの変形は見られなかった。従い、根占の風車タワーについては暴風に対する強度が確認されたと判断する。 
 

以  上 

風荷重 （建築確認申請書より抜粋） 

風荷載荷方向（8 方位） 解析モデル（変位の大きい 22m 高付近を拡大）

ピンク：設計 
青：実測結果 
（下の図では青色の部分が

膨らんでいる部分。） 
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